
（別紙３）

～ 令和8年2月20日

（対象者数） 21名 （回答者数） 21名

～ 令和8年2月17日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者との信頼関係を構築し、さらに関係を深めていく。

2

５領域を理解し、計画を作成する。

3

１才前の子どもの発達の理解や保護者支援に力を注ぐ。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域の支援センターや保健福祉センターと連携する。

2

今後、マニュアルに沿って訓練を実施していきます。

3

母子同室の療育なので保護者が相談しやすい環境である。 療育で気がついた点については保護者にフィードバックして共

通理解している。

個別又は少人数での療育のため、一人一人に寄り添った療育を

行っています。

振り返りを必ず行い、記録を共有している。

１才以前からの早期療育に取り組んでいる。 １才前なので、特に保護者との関係構築に取り組んでいる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との連携が少ない。 事務所での個別療育が中心のため、事務所内で完結している。

非常災害に対する備えが十分でない。 保護者同室の個別療育中心のため災害を想定した訓練が難し

い。

令和8年2月4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年 2月 20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　つぼみ(児童発達支援)

○保護者評価実施期間
令和8年1月22日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


